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論文内容の要旨
この論文の目的は 2 次元強擬凸完全ラインハルト領域に対するベルグマン核の漸近展開を具体的に表わすことであ
る。ベルグマン核の特異性だけを取り出し，境界の曲率で漸近展開の係数を表わすための公式を与えた。そして幾つ
かの係数を具体的に計算して書き下した。
Cn 内の滑らかな境界をもっ有界強擬凸領域Q のベルグマン核を対角集合上に制限して領域上の関数 K(z) と考え
ると，それは領域内部で正の値をとる滑らかな関数であるが，境界点に近づくとき必ず発散する。その特異性は次の
ような形をしている O 領域Q を Q= {z; ﾀ (z)<O} (境界上で grad À 手 0) と表わすと，境界までこめて滑らかな関
数 φ (z) と W(z) が存在して
K(z) = φ (z)/ え (z) η+1 + W (z) log (-ﾀ (z)) 
と書ける O ①と W をえに関してテイラー展開して，
φ=φo +φ1À + φ2 ﾀ 2 +……+(nÀn+O(Àn+1) , 
W ニ ①η+1 + φn+2 ﾀ 十 ( n+3 ﾀ 2 + …・・・，
ベルグマン核Kの特異性を表わす。これがベルグマン核の漸近展開であり，係数 φj (j=O , 1, 2，……)は境界上の
関数である O ベルグマン核の特異性を境界の幾何と関係付けて表わすことを目的とした研究が活発に行われている。
特別なクラスではあるが完全ラインハルト領域に対しては D. Boichu と G. Coeuré によって行われた研究があり，本
論文はかれらの論文を出発点としている O
本論文の結果を詳しく述べる。ベルグマン核の漸近展開を，ある擬微分作用素 P( θÀ -1) を1/ ﾀ n+1 に作用させた
もの
K"-'P(?-1) (1/ﾀn+1) = (Ko+K1 θÀ -1+K2 δぇ -2+ ……) (1/ ﾀ n+1) 
と考える O ここで，擬微分作用素 P(ÒÀ -1) の各係数は零でない定数を①j に掛けた境界上の関数である。 η=2 と
し，領域のクラスを完全ラインハルト領域に限定し，境界の曲率とそのすべての導関数をパラメータとして含む定積
分の形で P( ぬ一 1)を簡潔に表わしたo その積分表示には係数 Kj の情報が全て含まれている。積分を具体的に実行
しなくても積分表示から，一般の係数4・は境界の曲率とその導関数の多項式で表わされることがわかり，そしてそ
の多項式の大まかな形もよみとることができる。さらに，積分表示は係数 Kj を具体的に計算するためのアルゴリズ
ムを与えていて，ぬ 1 に関する形式的ベキ級数として項別積分することによって計算が実行がされる。実際に，係
内べ
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数 Kj を j=5 まで計算し書き下した。原理的には任意の係数勾を計算することが可能であるO
論文審査の結果の要旨
中津君は本論文において，ベルグマン核の対角集合への制限 K(z) の特異性と領域 Q の幾何との関連を考察し，
領域 Q が複素 2 次元の強擬凸な有界完全ラインハルト領域の場合には，ベルグマン核の特異性の係数ぐj(j=O， l ，…)
の全てを計算する方法を見つけだすことに成功した。さらに， 5 番目までの係数を具体的に計算した。これにより，
Q の境界上で大域的に C3 = 0 ならば Q は球と正則同値であることを示した。
これまで，係数匂は球以外の領域では具体的には求められておらず，この結果は重要であるO さらに，その証明の
方法もきわめて独創性に富むものであるO 従って，これらの結果は博士(理学)の学位論文として十分価値あるもの
と認める O
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